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「つなげる支援室」の職員「つなげる支援室」の職員
裏表紙にインタビュー記事を掲載しています！裏表紙にインタビュー記事を掲載しています！

▶令和７年度当初予算を可決
　市議会が注目した事業は
▶議会提出の「八尾市手話言語条例」を制定



本会議
（1月22日、23日、２月21日、26日、27日、３月3日、27日）
議会運営委員会
（1月21日、23日、２月10日、13日、27日、３月26日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）
（1月22日、３月17日、18日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）
（３月13日、14日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）
（３月7日、10日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）
（1月10日、22日、３月11日、12日）

予算決算常任委員会（全体会）
（1月23日、３月3日、24日）
予算決算常任委員会（理事会）
（1月21日、23日、２月13日、27日、３月21日）
各派代表者会議
（１月24日、２月10日、３月24日、26日）
議会だより編集委員会
（２月21日、３月27日）
意見書調整会議、幹事長会議
（３月25日）　　　　　　

議会活動の記録

令和７年
３月定例会

３
定例会の概要

令和７年度事業  市議会はココに注目！ 　令和７年３月市議会定例会を、２月21日から３月27日まで開会しました。
　１日目に市長から市政運営方針の説明があり、２～３日目に代表質問、４日目に個人質
問を行い、市政全般について質問しました。また、令和７年度当初予算案などの議案を
上程し、所管の委員会で審査しました。
　最終本会議では、議案に対する討論の後、人事議案等を追加上程し、すべての提出議
案を可決・同意しました。

　各校区まちづくり協議会が持続可能で元気な
地域づくりを進められるよう、新・校区まちづ
くり交付金制度の運用を開始し、若い世代等の
多様な人の参画と地域力向上につながる主体的
な取り組みの促進を図る。

5,573万1千円関連予算

持続可能な地域まちづくりの支援

P4　  代表質問
　　    - 大阪維新の会/公明党/八尾保守の会/八尾の未来を紡ぐ会/
　　　   新声/日本共産党

P8　  個人質問
　　    - 木村健二議員/坂本尚之議員/西田尚美議員/南方武議員/
　　　   柴谷匡哉議員/田中裕子議員

P10　委員会審査の概要

P12　所管事務調査の報告

P14　議決結果　請願審査結果　６月定例会の予定

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
- もくじ -

　希望する児童が自分の意志で自由に遊び、学
ぶことができる放課後等の安全な居場所をつく
るため、学校施設の一部を開放し、指導員が見
守りや声掛けを行う「スクールキッズ・スクエ
ア」の取り組みを試行実施する。

2,586万9千円関連予算

スクールキッズ・スクエアの試行実施

　がんとの共生社会実現に向け、がん患者の就
労や社会参加を支援し、療養生活の質の向上を
図るため、がん治療に伴うアピアランスケアと
して、ウィッグや乳房補整具の購入にかかる費
用の一部を助成する。

390万円関連予算

がん患者の就労や社会参加の支援

　空家等の解消による安全・安心なまちづくり
や移住・定住の促進及び地域コミュニティの活
性化につなげるため、管理不良状態の空家等や
旧耐震基準の住宅等の除却費用や中古住宅の取
得に関する補助制度を拡充する。

2,206万9千円関連予算

空家等の利活用・適正管理の促進

発言通告

議会映像

議決結果

ホームページへのアクセス

３月市議会定例会の最終本会議に、同条例案を上程し、全会一致で可決しました。

議会提出の「八尾市手話言語条例」を制定

　平成23年に障害者基本法が改正され、手話が言語として広く認められたものの、いまだ手話に
対する理解の広がりを感じるに至っていないことから、市議会では、八尾市手話言語条例の制定
に向け、協議を重ねるとともに、障がい者団体や学識経験者との意見交換を行いました。
　条例素案に対するパブリックコメントを実施し、43名の方から計150件のご意見をお寄せいた
だきました。頂いた様々なご意見を踏まえ、議会として条例案を提出しました。

　「手話は言語である」との認識のもと、手話及び
ろう者に対する理解の促進と手話の普及について
の基本理念を定めています。
　また、市の責務や市民・事業者の役割を明らかに
するとともに、手話に関する施策推進の基本事項
を定めることで、ろう者とろう者以外の者が共生す
ることができる地域社会の実現をめざすものです。

Ｔｏｐｉｃ！

制定までの経過

条例の内容
手話であいさつ ありがとう
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Q

物
価
高
騰
に
対
し
て
　
迅
速
な
対
応
を
！

　
公
明
党

　
　
　
前ま

え
ぞ
の園　
正ま

さ
あ
き昭

　

食
料
品
を
中
心
に
物
価
高
騰
が
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
中
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
実
施
効
果
の
高
い
物
価

高
騰
対
策
を
迅
速
に
講
じ
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

低
所
得
世
帯
等
へ
の
支
援
に
加
え
、
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
影
響
を
考
慮

し
た
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
も
国

や
府
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。　
　

　

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
子
ど
も
を
含
め
、

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
行
事
と

し
て
大
阪
・
関
西
万
博
に
参
加
で
き
る

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

　

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
バ
ス
で
万

博
会
場
に
行
く
準
備
を
し
て
お
り
、
バ

ス
に
乗
れ
な
い
子
ど
も
に
は
介
護
タ
ク

シ
ー
等
を
手
配
し
、
介
助
等
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
子
ど
も
に
は
介
助
員
等
が

同
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

　

が
ん
治
療
に
伴
う
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
整

具
の
購
入
助
成
費
が
予
算
に
計
上
さ
れ

た
が
、
対
象
と
な
る
件
数
や
金
額
及
び

周
知
方
法
は
ど
う
か
。

　

ウ
ィ
ッ
グ
等
が
１
０
０
件
、
乳
房
補

整
具
が
30
件
、
そ
れ
ぞ
れ
上
限
３
万
円

の
助
成
を
想
定
し
て
い
る
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
は
じ
め
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
、
が
ん
診
療
を
行
う
医
療
機
関

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

その他の主な質問項目
◦�帯状疱疹ワクチン定期接種化
の詳細
◦�期日前投票所を商業施設（イ
ズミヤ）に増設すること
◦�スクールキッズ・スクエアの
指導員等の運営体制
◦�体育館及び特別教室のエアコ
ン整備

A

Q

魅
力
あ
る
近
鉄
八
尾
へ
　
人
中
心
の
都
市
空
間
を

　
八
尾
保
守
の
会

　
　
　
露つ

ゆ
は
ら原　
行ゆ

き
た
か隆

　

近
鉄
八
尾
駅
前
広
場
に
あ
る
噴
水
が

撤
去
さ
れ
る
が
、
今
後
の
駅
前
広
場
の

再
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人
中
心
の
都
市
空
間
を
創
造
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
の
も
と
、
老
朽
化

に
よ
り
、
現
在
停
止
し
て
い
る
噴
水
を

撤
去
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

が
で
き
る
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
人
の
交
流
促
進
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　

生
き
る
力
の
土
台
と
な
る
非
認
知
能

力
の
育
成
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
、
家
庭

教
育
支
援
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

は
。　

　

人
格
形
成
の
基
本
に
は
非
認
知
能
力

が
あ
る
と
考
え
て
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
に
自
信

を
持
ち
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を
生
き
て

い
く
力
の
育
成
に
向
け
、
家
庭
に
お
い

て
も
非
認
知
能
力
を
育
む
大
切
さ
を
伝

え
る
た
め
、
入
学
式
に
お
い
て
新
小
学

1
年
生
の
全
保
護
者
向
け
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
映
す
る
ほ
か
、
専
門

家
に
よ
る
講
演
会
等
も
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。その他の主な質問項目

◦2025年大阪・関西万博に出展
　する意義と期待される波及効果
◦体育館のＺＥＢ化や断熱改修
　を検討すべき
◦公共下水道長寿命化計画の進捗
　状況及び災害時の液状化リスク
◦小・中・高生が安心して過ご
　せる居場所の確保の必要性

QA

様々な人が集い、地域活性化につな
がる都市空間の整備が望まれる。

現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。　

　

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
市
民
と

一
体
と
な
っ
た
施
策
を
展
開
し
、
終
了

後
に
お
い
て
も
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
持
続
的
な
取
り
組
み
と
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

万
博
に
お
い
て
、
本
市
の
魅
力
あ
る

地
域
資
源
を
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が

進
み
、
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て

八
尾
に
住
み
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
多
く
の
人
々
が
本
市
を
来
訪
し
、

市
民
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
が
に

ぎ
わ
い
、
地
域
が
活
性
化
し
て
い
く
と

い
っ
た
波
及
効
果
を
生
み
出
し
、
本
市

の
成
長
と
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

　

令
和
７
年
度
の
市
政
運
営
方
針
に
お

い
て
、
2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万
博
、

子
ど
も
・
子
育
て
、
安
全
・
安
心
・
環

境
、
健
康
・
福
祉
、
魅
力
・
活
力
の
５

つ
の
重
点
取
り
組
み
を
掲
げ
、
ま
ち
づ

く
り
や
、
改
革
と
成
長
の
好
循
環
が
推

進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、
市

長
の
決
意
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
最
優
先
の
視
点
で

諸
課
題
に
的
確
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
で
生
み
出
し
た
財
源
に
よ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
本

市
の
成
長
と
発
展
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。
令
和

７
年
度
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
市
民

に
光
が
当
た
り
、
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実

A

Q

Q

改
革
と
成
長
の
好
循
環
　
さ
ら
な
る
推
進
を

　
大
阪
維
新
の
会
　
　
　
　
　

　
　
　
松ま

つ
も
と本　
剛つ

よ
し

その他の主な質問項目
◦��小・中学校給食費無償化への
市長の思い
◦�スクールキッズ・スクエアの
事業内容等の詳細
◦�大規模地震発生を踏まえた防災
計画の見直しと防災・減災対策
◦高齢者の健康維持増進と就労年
　齢層の健康づくり

A

選ばれ、住み続けたいまちの実現の
ため、行政運営のさらなる推進が求
められる。

代代 問問質質表表

会派の代表会派の代表６６人が人が
市政を市政を問問いただすいただす

令和７年度　
令和７年度　市政運営に対し
市政運営に対し

QA

Q

代表質問とは？
　議員が、所属する会派を代表して行う質問のことをいい
ます。八尾市議会では、答弁を含まず50分の持ち時間となっ
ています。

代 表 質 問 ▶

A

アピアランスケアとは
　がんやがんの治療による外見
の変化に起因する苦痛を和らげ
るケアのこと。医学的・整容的・
心理社会的支援を用いて、患者が
自分らしく生活を送ることがで
きるよう支えることを目的とし
ている。

A
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女
性
に
関
す
る
様
々
な
課
題
や
権
利
に

つ
い
て
の
研
修
会
や
講
座
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
啓
発
を
実
施
し
て
い
く
。

　

地
区
防
災
計
画
策
定
済
み
地
区
数
は

目
標
を
達
成
で
き
ず
、
計
画
値
も
変
更

さ
れ
た
。
計
画
策
定
が
進
ま
な
い
の
は
、

豪
雨
や
地
震
が
あ
っ
て
も
被
害
が
少
な

く
、
危
機
を
感
じ
る
場
面
が
少
な
い
こ

と
も
理
由
と
し
て
あ
る
の
か
。

　

計
画
策
定
が
進
み
に
く
い
理
由
の
一

部
に
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
い
う
意
識
的

な
問
題
も
あ
り
、
昨
年
の
能
登
半
島
地

震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
発

表
な
ど
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
自
助
、

共
助
の
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

市
民
意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

　

万
博
へ
の
社
会
見
学
に
お
い
て
、
安

全
対
策
は
万
全
か
。　
　
　
　
　
　

　

安
全
か
つ
計
画
的
な
見
学
が
で
き
る

よ
う
、
会
場
の
下
見
に
お
い
て
、
休
憩

場
所
や
熱
中
症
対
策
等
の
確
認
を
行
う
。

安
全
面
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
学
校
行
事

と
し
て
実
施
し
な
い
と
い
う
判
断
を
す

る
場
合
も
あ
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
一
条

の
目
的
に
は
「
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
」
と
あ
る
。
い
ま
だ
に
平
等
で
な
い

女
性
の
権
利
を
し
っ
か
り
周
知
、
啓
発
、

研
修
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
法
律
の
目

的
は
達
成
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
「
す
み
れ
」
の
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、

AQ Q

万
博
会
場
に
お
け
る
　
安
全
対
策
は
万
全
か

  

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

　
　
　
西に

し
か
わ川　
あ
り

その他の主な質問項目
◦下水道管の老朽化状況の把握
◦�職員数削減における市民サー
ビスへの影響
◦�いじめの被害児童・生徒に対
する新たな救済制度の必要性
◦�パーソナルサポート事業の効
率的な見直し
◦学校司書モデル配置の効果検証

A

QA

A Q

今
後
の
行
政
運
営
を
　
持
続
可
能
な
も
の
に
！

　
新
声

　
　
　
山や

ま
な
か中　

 

宏ひ
ろ
し

　

財
政
調
整
基
金
を
35
億
円
取
り
崩
し

て
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
を
組
ん
で

い
る
が
、
中
期
財
政
見
通
し
の
計
画
値

を
達
成
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
物
価
高

騰
を
踏
ま
え
、
基
金
残
高
目
標
額
を
改

め
る
必
要
は
な
い
か
。

　

基
金
の
取
り
崩
し
額
は
例
年
と
同
規

模
で
あ
り
、
目
標
の
達
成
に
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。
基
金
残
高
目
標
額
に
つ

い
て
は
、
他
市
の
状
況
等
も
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　

行
政
D
X
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

職
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
や
人
材

育
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　

職
員
の
ス
キ
ル
や
各
職
階
の
役
割
に

応
じ
た
人
材
育
成
・
研
修
を
進
め
る
と

と
も
に
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る

人
材
を
外
部
か
ら
招し
ょ
う
へ
い聘す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
深
刻
化

し
、
行
政
の
持
続
可
能
性
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
中
、
今
後
の
行
政
運
営
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
若
い
世

代
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
生
活
利

便
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全

化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
む
。

その他の主な質問項目
◦�高年齢者が活躍できる多様な雇
用・就業機会の創出
◦�上下水道管や橋梁等、社会イン
フラを維持するための考え
◦�八尾空港西側跡地活用における
マーケットサウンディング調査
後の進捗状況
◦�介護給付レセプトチェック

QA

Q

安
全
確
認
に
根
拠
な
し
　
万
博
遠
足
は
中
止
を
！

　
日
本
共
産
党

　
　
　
越お

ち智　
妙た

え

こ子
　

　

万
博
へ
の
遠
足
に
つ
い
て
、
府
内
の

複
数
市
が
参
加
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

吹
田
市
は
熱
中
症
対
策
や
待
機
場
所
の

確
保
な
ど
が
不
十
分
と
し
て
、
保
護
者

宛
て
に
不
参
加
の
通
知
を
出
し
た
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
安
全
確
認
を
行
い
、

予
算
を
計
上
し
て
い
る
の
か
。

　

大
阪
府
や
大
阪
市
、
博
覧
会
協
会
が

安
全
・
防
災
の
計
画
を
立
て
て
お
り
、

安
全
対
策
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
今
後
、
各
校
で
の
下
見
に
お
い

て
休
憩
場
所
や
熱
中
症
対
策
等
を
確
認

し
た
上
で
実
施
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

　

市
内
に
あ
る
複
数
の
放
課
後
児
童
室

の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
調
査
し
、
あ
る
施

設
で
は
児
童
１
８
１
人
に
対
し
て
小
便

器
が
５
つ
、
洋
式
便
器
が
３
つ
で
、
順

番
待
ち
が
多
々
発
生
し
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
た
。
ま
た
、
障
が
い
児
が
ト

イ
レ
を
利
用
す
る
際
に
は
、
廊
下
か
ら

見
え
る
位
置
に
置
い
た
机
に
シ
ー
ト
を

敷
き
、
そ
の
上
で
下
着
を
脱
着
し
て
い

る
状
況
や
、
排
水
の
悪
臭
が
教
室
ま
で

漂
う
よ
う
な
施
設
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
ト
イ
レ
設

備
を
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

改
修
に
は
予
算
化
も
必
要
な
た
め
、

直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

校
舎
ト
イ
レ
の
利
用
な
ど
、
現
場
の
指

導
員
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
、
運
用
面
で
の
工
夫
を

し
て
い
き
た
い
。

その他の主な質問項目
◦�国保料、介護保険料、後期高齢
者医療保険料の引下げ、廃止さ
れた減免制度の復活
◦�国に対して高額療養費の負担上限
額引上げ撤回の声を上げるべき
◦�小・中学校給食費無償化の恒久化
◦認定こども園での保育虐待の全
　容と原因を検証し公表すべき

A

トイレ内に設置した簡易的な着替え
台を利用する児童もおり、トイレ設
備の改善が望まれる。

● ● 物価高騰対応重点支援給付金物価高騰対応重点支援給付金
 （住民税非課税世帯及びこども加算）に係る経費 （住民税非課税世帯及びこども加算）に係る経費
● ● 物価高騰対応重点支援給付金物価高騰対応重点支援給付金
 （住民税均等割のみ課税世帯及びこども加算）に係る経費 （住民税均等割のみ課税世帯及びこども加算）に係る経費

物価高騰長期化による物価高騰長期化による
負担軽減のための補正予算審議負担軽減のための補正予算審議
総額　16億9,723万5千円　総額　16億9,723万5千円　（一般会計第８号補正予算）（一般会計第８号補正予算）

　令和７年１月市議会臨時会では、１月22日に物価高騰長期化による負　令和７年１月市議会臨時会では、１月22日に物価高騰長期化による負
担軽減のための補正予算案を上程し、早期の給付を実現するため、所管担軽減のための補正予算案を上程し、早期の給付を実現するため、所管
の委員会で審査した後、１月23日の本会議で採決を行い補正予算案を可の委員会で審査した後、１月23日の本会議で採決を行い補正予算案を可
決しました。決しました。

１月臨時会  を行いました１月臨時会  を行いました QA

Q A

代 表 質 問

可可
決決

市独自市独自

正常性バイアスとは
　異常なことが起こった時に、心
の安定を保とうとする働きのこ
と。自然災害など自分にとって何
らかの被害が予想される状況下
であっても、「前例がない」「自分
は大丈夫」「大したことではない」
などと過小評価するなどして、逃
げ遅れの原因となるなど、マイナ
スに働くこともある。

市民ニーズの変化等を見定めながら、
行政サービスの向上と行財政改革を
進めていく必要がある。
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里り
ど
う道
の
利
用
が
地
域
住
民
に
限
定
さ

れ
る
等
の
実
態
も
踏
ま
え
、
地
域
主
体

で
の
管
理
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

里
道
の
維
持
管
理
は
市
が
行
っ
て
い

る
が
、
地
域
主
体
で
の
管
理
に
つ
い
て
、

先
行
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　

障
が
い
児
に
対
す
る
虐
待
に
つ
い
て

は
、
初
期
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
市
民

等
が
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇な
く
通
報
や
情
報
提
供
、
相

談
で
き
る
よ
う
、
通
報
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

通
報
者
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

改
め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対
応
を

徹
底
し
、
よ
り
通
報
者
に
寄
り
添
っ
た

窓
口
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　

サ
高
住
は
課
題
が
多
い
と
さ
れ
、
本

市
に
お
け
る
設
置
数
は
全
国
一
で
あ
る
。

ま
た
、
未
届
け
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も

全
国
で
14
番
目
に
多
く
、
介
護
事
業
者

の
経
営
難
の
状
況
も
含
め
本
市
の
実
態

を
把
握
し
、
高
度
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

実
態
把
握
に
努
め
、
し
っ
か
り
と
市

の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。　

　

女
性
が
出
産
後
に
社
会
復
帰
・
参
画

し
、
健
康
に
活
躍
・
活
動
す
る
た
め
、

公
共
施
設
や
職
場
等
で
安
心
し
て
搾
乳

で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
市
役
所
本
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る

授
乳
室
に
も「
搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
」

を
貼
付
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

出
産
後
の
女
性
が
安
心
し
て
市
庁
舎

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
授
乳
室
に
搾
乳

の
表
示
を
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

家
庭
の
廃
食
油
を
回
収
し
持
続
可
能

な
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
に
再
生
利
用

す
る
こ
と
を
通
じ
、
環
境
意
識
の
向
上

と
地
域
活
性
化
を
図
る
活
動
を
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

循
環
型
社
会
・
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
有
益
な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
民

間
業
者
と
の
連
携
な
ど
、

効
果
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
他
市
事
例
等
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、

廃
食
油
の
回
収
に
つ
い
て

は
、
ア
リ
オ
八
尾
を
含
め

た
市
内
３
か
所
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。

公
明
党

西に
し
だ田  

尚な
お
み美

安
心
し
て
搾
乳
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

A QQA

　

枚
方
市
で
は
障
が
い
児
の
通
学
支
援

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
年
間
67
人
の

利
用
者
が
い
る
が
、
本
市
で
は
同
様
の

事
業
が
な
く
、
５
年
間
で
７
人
に
個
別

ケ
ー
ス
と
し
て
対
応
を
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
本
市
で
も
事
業
実
施
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

他
市
の
動
向
等
も
参
考
に
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。

　

10
館
の
コ
ミ
セ
ン
の
内
４
館
は
、

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
大
規
模
改
修

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
他
の
市
有
施
設
の
機
能
更
新
に

よ
り
後
回
し
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
、
机
、
椅
子
の
更
新
計
画
は
あ
る

か
。　

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
一
つ
と
し
て
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
後
回
し
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
優
先
順
位
等
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
机
や

椅
子
な
ど
の
物
品
更
新
計
画
は
策
定
し

て
お
ら
ず
、
破
損
に
よ
り
入
れ
替
え
て

い
る
。

日
本
共
産
党

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子

障
が
い
児
の
通
学
支
援

八
尾
市
で
も
導
入
を

QAQA

QA 八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉

里
道
の
実
態
を
踏
ま
え

地
域
主
体
で
の
管
理
を

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
水
防
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
大
正
コ
ミ
セ
ン
や
八
尾
空
港
西
側
跡

地
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
区
域
に
隣
接

し
て
い
る
大
和
川
周
辺
地
域
は
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
河
川
空
間

と
し
て
非
常
に
可
能
性
の
あ
る
場
所
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
大
和
川
わ
ん
ど
」

を
は
じ
め
、
河
川
空
間
を
魅
力
的
で
き

れ
い
な
場
所
に
整
備
し
活
用
で
き
れ
ば
、

市
民
の
喜
び
や
市
の
魅
力
創
造
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

大
和
川
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
国
な
ど
に
本
市
の
思

い
を
伝
え
、
協
力
を
求
め
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

公
明
党南み

な
か
た方  

武た
け
し

環
境
啓
発
と
活
性
化
に

大
和
川
を
活
用
せ
よ

QA

A Q 　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た

り
、
市
は
補
助
金
を
拠
出
し
続
け
て
い

る
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
事
業

内
容
と
と
も
に
補
助
金
の
額
や
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

税
金
を
投
入
す
る
限
り
は
、
費
用
に

見
合
う
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
今
後
の
事
業
内
容
も
含
め
て
し
っ

か
り
と
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

産
業
政
策
の
効
果
検
証
は
難
し
い
が
、

適
切
な
評
価
を
行
わ
な
い
ま
ま
事
業
継

続
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事
業
開
始

か
ら
一
定
期
間
経
過
後
に
、
事
業
廃
止

も
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

一
定
期
間
経
過
後
に
様
々
な
経
済
指

標
を
デ
ー
タ
と
し
て
出
し
て
検
証
し
、

事
業
を
継
続
す
る
べ
き
か
、
新
た
な
施

策
を
行
う
べ
き
か
を
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
中
で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

QAQA 大
阪
維
新
の
会

木き
む
ら村  

健け
ん
じ二

外
郭
団
体
・
産
業
政
策

徹
底
見
直
し
を
要
望

　

令
和
５
年
度
決
算
に
お
い
て
経
常
収

支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
た
が
、
本

市
が
目
指
す
経
常
収
支
比
率
は
。
ま
た
、

扶
助
費
と
人
件
費
が
高
い
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

経
常
収
支
比
率
は
中
核
市
の
平
均
で

あ
る
92
％
を
め
ざ
す
。
引
き
続
き
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
事

業
費
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
に
努
め
る
。

　

指
定
ご
み
袋
の
み
で
は
な
く
推
奨
ご

み
袋
も
可
と
す
る
な
ど
、
ご
み
袋
の
自

由
化
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
八

尾
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら

指
定
袋
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

　

指
定
袋
制
度
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の

減
量
で
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
様
々
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
市
の
財
政
状
況
を

含
め
た
上
で
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

大
阪
維
新
の
会

坂さ
か
も
と本  

尚な
お
ゆ
き之

市
の
経
常
収
支
比
率

め
ざ
す
値
と
道
筋
は

QA

その他の主な質問項目
◦�ジェンダーギャップ対策室
設置の必要性

個 人 質 問 ▶

個 人 問質
月定例会
３
R7

　議員が、市政全般について、市民の代表として行う質問のこ
とをいいます。八尾市議会では、答弁を含まずひとり30分の持
ち時間となっています。

個人質問とは？

A Q

QA

わんどとは
　川の本流につながってい
るが、河川構造物などに囲ま
れて池のようになっている
地形のこと。魚類などの水生
生物の安定したすみかや、
様々な植生が繁殖する場と
なっている。
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委員会で審査した議案
◦八尾市職員倫理条例等の一部改正の件
◦八尾市非常勤消防団員に係る退職報償
　金の支給に関する条例の一部改正の件
　　　　　　　　　　　その他議案７件
分科会で審査した議案
◦�令和６年度八尾市一般会計第９号補正
予算の件（所管分）
◦�令和７年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）��
　　　　　　　　　　　その他議案４件

職員のコンプライアンスについて見直しを
行い、不正・不当な行為を抑止し、より良
好な職場環境の構築を図る。

　

令
和
７
年
度
に
実
施
予
定
の
参
議

院
議
員
選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投
票

所
に
商
業
施
設
イ
ズ
ミ
ヤ
が
追
加
さ

れ
る
が
、
必
要
な
市
費
は
。
ま
た
、

衆
議
院
議
員
選
挙
な
ど
、
急
を
要
す

る
選
挙
で
も
イ
ズ
ミ
ヤ
に
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

　

記
載
台
や
投
票
用
紙
の
自
動
交
付

機
な
ど
、
国
政
選
挙
以
外
で
も
使
用

可
能
な
物
品
等
に
つ
い
て
は
市
費
で

対
応
す
る
。ま
た
、急
な
選
挙
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
期
日
前
投
票
所
を
設

置
で
き
る
よ
う
合
意
を
得
て
い
る
。

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

　
周
知
徹
底
を
ど
う
図
る
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

職
員
倫
理
条
例
の
改
正
内
容
及
び

職
員
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推

進
に
関
す
る
条
例
に
名
称
を
改
め
る

ほ
か
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
審
査
委
員
会
で
内
部
公

益
通
報
の
対
応
な
ど
を
判
断
す
る
こ

と
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
及
び

対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た
す
べ

て
の
職
員
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
を
は
じ
め
、
庁
内
通
知
や

動
画
で
の
研
修
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
た
周
知
の
徹
底
を
進
め
て

い
く
。

A Q

A Q

　

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

を
受
け
、
下
水
道
管
の
緊
急
点
検
を

行
っ
た
結
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

点
検
の
結
果
、
緊
急
で
対
応
が
必

要
な
危
険
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
今
後
も
、
国
の
動
向
や
最

新
技
術
を
注
視
し
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
く
日
々
の
点

検
調
査
を
着
実
に
実
施
し
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
を
進
め
、

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
る
。

空
家
等
利
活
用
促
進
補
助
制
度

　
見
直
し
の
内
容
や
事
業
効
果
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

空
家
等
利
活
用
促
進
補
助
制
度
を

ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。
ま
た
、

周
知
や
事
業
効
果
は
ど
う
か
。

　

市
外
だ
け
で
は
な
く
市
内
在
住
の

若
者
子
育
て
世
帯
に
補
助
対
象
を
広

げ
、
市
内
中
古
住
宅
の
購
入
に
あ
た

り
、
基
本
額
30
万
円
、
市
外
か
ら
の

転
入
や
そ
の
他
の
要
件
に
よ
り
最
大

１
０
０
万
円
補
助
で
き
る
よ
う
見
直

す
。
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や

協
力
連
携
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
発
信
し
な
が
ら
、
空
き
家
対

策
だ
け
で
な
く
、
移
住
・
定
住
の
促

進
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。　

A Q

A Q
委員会で審査した議案　　　
◦八尾市国民健康保険条例の一部改正
　の件
◦刑法等の一部を改正する法律の施行に　
　伴う関係条例の整理に関する条例制定　
　の件
分科会で審査した議案
◦�令和７年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）
　　　　　　　　　　 その他議案11件

放課後に安全に過ごせる居場所が増えるこ
とで、保護者の安心と児童の健やかな育ち
につながることが期待される。

　

公
立
園
及
び
民
間
園
で
試
行
実
施

予
定
の
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
、

一
時
預
か
り
保
育
と
の
違
い
は
何
か
。

　

保
護
者
の
就
労
等
に
際
し
て
の
預

か
り
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
の

観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
育

ち
を
応
援
し
、
成
育
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
利
用
も
可
能
か
。

　
子
ど
も
を
安
全
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
重
要
な
た
め
、
国
の
制
度
設
計

を
確
認
し
な
が
ら
、
施
設
ご
と
に
可

能
な
対
応
を
個
別
・
柔
軟
に
検
討
す

る
。

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ
ア
事
業

　
試
行
実
施
す
る
意
義
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

中
規
模
の
小
学
校
２
校
で
試
行
実

施
予
定
の
、
放
課
後
の
見
守
り
事
業

で
あ
る
ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ

ア
を
行
う
意
義
は
。

　

保
護
者
の
就
労
等
の
要
件
が
な
い

た
め
、
保
護
者
の
就
労
時
間
が
短
く

学
童
保
育
が
利
用
で
き
な
い
場
合
や

夏
休
み
だ
け
の
利
用
等
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
た
に
学
童

保
育
以
外
で
放
課
後
に
安
全
に
過
ご

せ
る
居
場
所
が
で
き
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
対
策
と
な
る
と
考
え
る
。

　
A Q

QA

　

利
用
者
が
市
立
病
院
の
患
者
か
ど

う
か
の
確
認
方
法
は
。

　

診
察
券
や
紹
介
状
の
確
認
、
ま
た
、

当
日
の
診
療
の
有
無
を
確
認
す
る
な

ど
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　

今
後
、
コ
ー
ス
を
拡
充
し
て
い
く

予
定
は
あ
る
の
か
。

　
３
年
間
の
試
行
実
施
の
中
で
、
さ

ら
な
る
要
望
や
費
用
対
効
果
等
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

市
立
病
院
の
患
者
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　
そ
の
内
容
と
今
後
の
展
開
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

市
立
病
院
の
交
通
利
便
性
の
向
上

と
し
て
、
令
和
7
年
度
か
ら
実
施
す

る
、
患
者
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
詳

細
は
。

　

地
域
の
医
療
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
基
づ
き
、
山
本
地
域
と
大

正
・
平
野
地
域
を
対
象
と
し
、
山
本

駅
と
市
立
病
院
を
結
ぶ
ル
ー
ト
、
八

尾
南
駅
と
出
戸
駅
周
辺
を
回
り
、
市

立
病
院
と
結
ぶ
ル
ー
ト
の
２
コ
ー
ス

で
実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
送
迎

時
間
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
間
に
合

わ
せ
た
運
行
を
予
定
し
て
い
る
が
、

最
終
運
行
時
間
や
便
数
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
で
あ
る
。

A Q

QA

委員会で審査した議案・請願
◦八尾市幼保連携型認定こども園の学級の
　編制、職員、設備及び運営に関する基準
　を定める条例等の一部改正の件
◦中学校における「41人以上」の学級の
　解消を求める請願の件
　　　　　　　　　　　その他議案3件
分科会で審査した議案
��◦�令和7年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）��
　　　　　　　　　　　その他議案4件

患者無料送迎サービスの実施により、市立
病院への通院を希望する方が利用しやすい
環境となる。

ストックマネジメント計画とは
　下水道施設全体を対象に、優先
順位を設定し、中長期的な維持管
理と修繕・改築を計画的かつ効率
的に管理する計画のこと。下水道
施設の安全・安心の確保などを目
標とし、持続可能な下水道施設管
理の最適化を目的としている。

委員会で審査した議案
◦�八尾市手数料条例の一部改正の件
◦�市営西郡住宅14～ 18号館建替事業に
係る事業契約変更の件
　　　　　　　　　　　その他議案５件
分科会で審査した議案
◦�令和７年度八尾市公共下水道事業会計
予算の件
◦�令和７年度八尾市一般会計予算の件
（所管分）��
　　　　　　　　　　　その他議案３件

AQ

委員会審査

▶

QA
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所管事務調査

常任委員会の所管事務調査
議会の提案が市政を動かすCHECK !

令和6年度の各常任委員会の調査研究が完了
課題解決のための施策提言をまとめ、市に提出しました！

総務常任委員会

建設産業常任委員会

文教常任委員会

健康福祉環境常任委員会

少子高齢・人口減少社会を見据えたコミュニティーづくりについて調査
テーマ

調査
テーマ 地域公共交通の課題解消に向けた取り組みについて

調査
テーマ

調査
テーマ

・産後ケアについて
・不登校対策について

・ごみ減量・環境負荷軽減の取り組みについて
・健康寿命の延伸について（健康課題解決に向けた取り組みについて）
・ろう者及び手話に対する理解について

【調査報告書の一部を抜粋】

　各町会が地域ボランティア団体やＮＰＯ、社会福
祉法人等と連携し、地域活動の担い手を増やす仕組
みを整備する必要がある。まず、地域で活動する団
体の見える化を図り、市民が理解しやすいように活
動分野ごとの一覧表を作成し、町会や市民が連携し
やすい環境整備に努めることを求める。
　その上で、町会ごとの特色や強みを生かした事業
展開を行政が支援し、町会とボランティア団体をつ
なぐハブ機能を持った総合ボランティアセンターの
設置についても検討するよう求める。 

　産後ケア事業については、利用者が年々増加して
いる中で、サービスの提供体制をこれまで以上に整
備する必要がある。利用者アンケートの結果や面談・
訪問時のニーズ把握を詳細に分析した上で、利用施
設の拡大や効果的・効率的な事業実施のあり方につ
いて、研究検討されたい。 

▷地域の自主的な団体との連携強化▷産後ケア事業の提供体制の整備

　高齢者だけでなく、妊婦や学生など幅広い世代の
暮らしを支え、安心して移動できる地域公共交通の
あり方が重要となる。交通不便地に暮らしている高
齢者等の既存公共交通へつなげる移動手段を確保す
るため、地域の実情に合わせた適切な交通手段の導
入が求められる。
　地域住民が中心となって、地域に必要な公共交通
を自分たちで考え、行政や交通事業者が協力しなが
ら、計画から運行、運営及び利用促進まで主体的に
行う事業実施のあり方について研究、検討されたい。 

▷地域主体型交通

【調査報告書の一部を抜粋】

▷民間施設等と連携した不登校対策
　今後フリースクール等、民間施設や地域とも緊密
に連携を図り、個々の状況に応じた幅広い不登校対
策を進められたい。 

【調査報告書の一部を抜粋】

　他市事例等の研究を通じて、ごみ減量と資源化の
取り組みを一層強化し、また、適正かつ安定した廃
棄物処理の持続可能性を向上させ、循環型社会の形
成ならびに持続可能な社会の実現を進められたい。 

▷ごみ減量・環境負荷軽減の取り組み

　民間企業や団体等との協力を基盤に、本市の強み
である産業分野との連携を図り、市民の健康づくり
が都市発展の柱に据えることができる段階まで昇華
すべく、部局をまたいだ市民目線での取り組みを推
進されたい。 

▷健康課題解決に向けた多様な団体との連携

　所管事務調査は、条例案や予算案の審査とは異なり、常任委員会が自主的にテーマを決めて市政につい
て調査を行うことです。議会が自ら調査を行うことで、市議会の政策力を発揮することができます。
　令和６年度も、市が行っている取り組み内容の確認や、他市の先進事例を視察・研究するなど、様々な
調査を行い、各常任委員会で最終報告書をまとめ、市に提出しました。

ホームページには所管事務調査報告書の全文を掲載しています。➡➡➡

町会活動の担い手不足や加入率低下などの
課題解決には町会自らが運営の見直しに取
り組むだけでなく、自治体においても各種
見直しが必要である。

市民、交通事業者及び行政が一体となって、
地域公共交通利用者の利便性向上と、持続
可能な公共交通ネットワークの再構築を進
める必要性が高まっている。

不登校になるきっかけは一人一人異なるこ
とから、多様な教育機会の確保が必要であ
り、幅広い支援を行うためにも様々なノウ
ハウを有する民間団体との連携を図る必要
がある。

適正かつ安定した廃棄物の処理を継続させ
ていくために、より一層ごみの排出抑制と
再生利用を促進していくことが必要である。

【調査報告書の一部を抜粋】
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令和７年３月定例会　本会議 議決結果
○賛成　×反対　（請願は○採択　×不採択）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

件 名

［　　］は討論件数

議決�
結果

大阪維新
の会 公明党 八尾保守

の会
八尾の未来
を紡ぐ会 新声 日本共産党

景山　和香
木村　健二
稲森　洋樹
鑄方　淳治
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
奥田　信宏

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

川上　　舞
松田　憲幸
露原　行隆
田中　久夫

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

山中　　宏
竹田　孝吏

田中　裕子
越智　妙子

八尾市立認定こども園条例の一部改正の件［※１］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

八尾市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例制定の件［※１］

可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和6年度八尾市一般会計第9号補正予算の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和6年度八尾市水道事業会計第2号補正予算の件
［反対１］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和7年度八尾市一般会計予算の件［反対１］［※2］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和7年度八尾市国民健康保険事業特別会計予算の件
［反対１］

可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和7年度八尾市介護保険事業特別会計予算の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和7年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計予算
の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和7年度八尾市公共下水道事業会計予算の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ×

中学校における「41人以上」の学級の解消を求める
請願の件［採択１］

不採択 × × × × × 〇

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。
［※1］2件一括で反対１ 
［※2］全会一致の議案等「令和7年度八尾市一般会計第1号補正予算の件」及び「令和7年度八尾市一般会計第2号補正予算の件」と３件一括で賛成１

全 会 一 致 の 議 案 等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

市道路線の認定及び廃止に関する件  ※3 可決 令和6年度八尾市病院事業会計第1号補正予算の件  ※3 可決

八尾市職員の勤務時間等に関する条例の一部改正の件  ※3 可決
令和6年度八尾市公共下水道事業会計第1号補正予算
の件  ※3

可決

八尾市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部
改正の件  ※3

可決 令和7年度八尾市財産区特別会計予算の件  ※3 可決

八尾市手数料条例の一部改正の件  ※3 可決 令和7年度八尾市土地取得事業特別会計予算の件  ※3 可決

八尾市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、
設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
の件  ※3

可決
令和7年度八尾市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会
計予算の件  ※3

可決

八尾市児童遊園及びちびつこ広場の設置に関する条例
の一部改正の件  ※3

可決 令和7年度八尾市病院事業会計予算の件［賛成１］ 可決

八尾市国民健康保険条例の一部改正の件  ※3 可決
令和7年度八尾市一般会計第1号補正予算の件［賛成１］
［※2］

可決

八尾市都市公園条例の一部改正の件  ※3 可決 令和7年度八尾市一般会計第2号補正予算の件［※2］ 可決

八尾市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例の一部改正の件  ※3

可決 包括外部監査契約締結の件  ※3 可決

八尾市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部改正の件  ※3

可決 八尾市職員倫理条例等の一部改正の件［賛成１］ 可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例制定の件（議案第13号）  ※3

可決

八尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び八尾市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正の件  ※3

可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例制定の件（議案第14号）  ※3

可決
八尾市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部改正
の件  ※3

可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例制定の件（議案第15号）  ※3

可決
市営西郡住宅14～ 18号館建替事業に係る事業契約変
更の件  ※3

可決

単純な労務に雇用される一般職に属する職員の給与の
種類及び基準を定める条例制定の件  ※3

可決
八尾市副市長を選任するについて同意を求める件（大中
英二氏）

同意

八尾市職員旅費条例制定の件  ※3 可決
八尾市教育長を任命するについて同意を求める件（浦上
弘明氏）

同意

令和6年度八尾市国民健康保険事業特別会計第3号補
正予算の件  ※3

可決 八尾市議会委員会条例の一部改正の件 可決

令和6年度八尾市介護保険事業特別会計第3号補正予
算の件  ※3

可決
八尾市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
の件

可決

令和6年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計第2号
補正予算の件  ※3

可決 八尾市手話言語条例制定の件 可決

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。
［※2］賛否が分かれた議案等「令和７年度八尾市一般会計予算の件」と３件一括で賛成１　　※３  採決の際、田中裕子議員は不在。

６
月
定
例
会
の
予
定

【
５
月
】

27
日（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

30
日（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

【
６
月
】

12
日（
木
）
本
会
議（
議
案
説
明・個
人
質
問
）

13
日（
金
）
本
会
議［
予
備
日
］

16
日（
月
）
本
会
議［
予
備
日
］

19
日（
木
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

23
日（
月
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

24
日（
火
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

25
日（
水
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

30
日（
月
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

【
７
月
】

３
日（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

４
日（
金
）
本
会
議（
議
案
採
決
）請願請願 国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望を申し述べ

るもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

〔請願項目］
・市内中学校における中学校４１人以上の学級を速やかに解消し、すべての学級が４０人
以下になるようにしてください。

中学校における「41人以上」の学級の解消を求める請願の件不採択

　市民の皆様の弔事に対して、
公職選挙法の趣旨を尊重する
立場から、議員個人の弔電を
自粛する申し合わせをしてい
ます。
　ご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。

弔電を
自粛しています

1415 やお市議会だより やお市議会だよりvol.329 vol.329

Y
A

O
 S

H
I
G

I
K

A
I
 D

A
Y

O
R

I

や
お
市
議
会
だ
よ
り



編 集 後 記

◎ 松田 憲幸  ○ 山中  宏 
木村 健二　　川上  舞　福永 美智子　西川 あり　田中 裕子　

議会だより編集委員会（◎委員長 ○副委員長）議会だよりを身近に感じていただく新たな取り組みとして、行
政視察の受入れ施策に関連し、現場の職員の皆さんにお話を伺い
ました。取材にご協力いただきありがとうございました。

―
八
尾
市
版
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
っ
て
？

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
の
社
会
福
祉
法

人
の
３
者
が
手
を
取
り
合
う
ス
タ
イ
ル
が
特
徴
で

す
。
生
き
づ
ら
さ
・
生
活
困
窮
・
虐
待
・
病
気
・

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
認
知
症
な
ど
、
多
く
の

困
り
ご
と
が
重
な
っ
た
方
の
支
援
を
多
職
種
・
多

機
関
連
携
で
行
い
ま
す
。

 

―
３
者
は
ど
ん
な
役
割
を
担
う
？

　

市
は
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
窓
口
を
通
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
、
つ
な
げ
る
支
援
室
の
調

整
な
ど
で
関
係
機
関
が
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
利
用

な
ど
の
支
援
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ど
こ
に
聞
い
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
相
談
を
受
け
る
役
割
と
、
窓
口
に

行
け
な
い
人
へ
の
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
制
度
で
対
応
し
き
れ
な
い

よ
う
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
多
様
な

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
つ
な
げ
る
支
援
室
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

市
の
各
相
談
機
関
の
全
体
調
整
や
統
括
的
機
能

を
担
い
、「
断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
」
や
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
早
い
段
階
で
の
支

援
が
大
事
な
の
で
、
お
せ
っ
か
い
日
本
一
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
！

―
ど
ん
な
相
談
機
関
が
連
携
し
て
い
る
？

　

市
役
所
の
中
は
す
べ
て
関
係
し
ま
す
し
、
小
・

中
学
校
、
大
阪
府
の
相
談
機
関
、
高
齢
・
障
が
い

の
相
談
事
業
所
、
医
療
機
関
な
ど
、
支
援
対
象
者

ご
と
に
関
係
す
る
機
関
は
ど
こ
で
も
声
か
け
を
し

ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
は
？

　

多
職
種
・
多
機
関
で
連
携
し
て
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
支
援
者
一
人
一
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
幅

広
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

迅
速
で
積
極
的
な
訪
問
に
よ
り
、
継
続
的
な
支
援

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
相
手
方

の
ペ
ー
ス
に
伴
走
し
た
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
ご
本
人
の
意
思
に
沿
っ
た

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

―
困
り
ご
と
は
ど
う
や
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
？

　

市
役
所
で
は
、
相
談
窓
口
以
外
の
各
種
手
続
き

に
来
ら
れ
た
方
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
や
困

り
感
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
早
期
支
援
に
つ
な
ぐ
と
い

う
こ
と
を
研
修
で
伝
え
て
実
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
や
関
係
機
関
で
把
握
し
た
情
報
も
連
携

し
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
思
い
で
職
務
に
あ
た
っ
て
い
る
？

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、
自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
発
信
が

で
き
ず
、
地
域
で
孤
独
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
人

た
ち
に
、
こ
ち
ら
か
ら
手
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
強
い
思
い
を
持
っ

て
動
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
共
感
し
、
協
力
を

し
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
支
援
の
輪
が
広

が
る
こ
と
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
の
ま
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
。
そ

ん
な
思
い
で
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
？

　

こ
れ
ま
で
、
認
知
症
の
方
な
ど
の
支
援
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
市
民
後
見
人
の
活
躍

促
進
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住

ま
い
の
確
保
が
難
し
い
方
へ
の
支
援
の
た
め
、
住

宅
部
局
や
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携

で
、
居
住
支
援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
ま
す
！

めざせ！″おせっかい日本一″つなげる支援室ってなぁに？
令和６年度に市議会を通じて受け入れた行政視察のうち、最
も多くの自治体に来訪いただいた「重層的支援体制整備事業」
を行う、つなげる支援室の職員の方にインタビューしました。

保健師、心理士、事務職で構成される
「つなげる支援室」は、相談者と直接
お話はしませんが、複雑な困りごとを
解消するため、庁内外の様々な支援機
関を「つなげる」役割を担い、縁の下
の力持ちの役割を果たしています。

つなげる会議
一つの相談窓口だけでは対応が
難しく、複雑な問題を抱えるよ
うな相談に対しては、10か所以
上の支援機関に声をかけ、会議
を行い支援しています。

地域イベントでの広報活動
ちょっと心配だなという人に声
をかけて、つないでくれる“お
せっかいができる人”が増える
よう、事業所や商店街、地域の
方々に向けてＰＲをしています。

　

令
和
２
年
度
の
「
10
万
円
給
付
金
」
を
き
っ
か

け
に
地
域
で
孤
立
化
す
る
人
の
存
在
に
気
づ
い
た

こ
と
か
ら
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
を
か
け

声
に
相
談
支
援
体
制
の
見
直
し
を
し
て
き
た
八
尾

市
。「
つ
な
げ
る
支
援
室
」
を
設
置
し
て
、
議
員
が

受
け
る
様
々
な
相
談
も
支
援
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
議
会
の
後

押
し
も
受
け
て
、
八
尾
市
な
ら
で
は
の
重
層
的
支

援
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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